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本~j! L立の旅象年01j;4月 20， 30， Jk.ぴ5~ 1日の3I.i IiO波大』可!学部及び同立科学際竹宮内で1111

1ii; :! )，1.， 100 4:í以上の~Uが銭。て 48 の研究発支Aひ・ 3 つのシンポジウムが行われました.以

1: Iよそれ b のJ!I?汁士ヲ~ /<者の1)・ -'<1ζ ， f~ャていただいたものです.

なお句会を .tcmt ν ・ したカベ・の.tdí ，jíj を (j~ に il!して感加の.{j~を必したむ・と必し・ます.

〈ii、1 円) -~(1Jì.:J ' ， '，守本iE，，， nll.よ川終

く第 2 臼) 7有地品交刈，Z河川 カ. J，t乙ur，'jj

研究発表の要旨

第 1 a 

天文に応用されている写真感光材料の分光感度の開

資: 必;i~l llñ1 ・後斑 Otfぷノミ文台) :aイ'I:JUJ;(天文台

で作Itn1I (1']に使j目されている 35(.<<のfらr' J:.t:~~叡 ・ フィ

ルムにつぎその分光協1ftを調べた.先・減免除の分光分

イri，光u'!の分Jtl差是当者，分光協の分光1没収匂;の高IHEを
加えたのむの咋エネ ルギー分光~/n:を求めた

A:のシンチレーションについて (IV):片山!lH(事t
) I海洋丸t匂介)， :!1!t川桃ささく中市大〉シンチレーシ D !/ 

の!測を11I 1 ~llí~tJ、らr! LJ*!1関係数を求めて分併しt.::Ffr， そ

の似恥iの対似It振動数の-5/3販に比例する司肋守1(1iめ

られた 父il:~乱子の平均的大いさとシン F レーシ 3 ン

ぬ!をとは人f本逆比例し，従ってそのノ〈成分街{ま30∞m
の飢のプ'jl，'tjI-小さい手J!等方~J:を示すぬてある 又シー

イyゲと 1:刷風迎との関係をしらべて此た所， m.i!lIと

"~I- シーイング{ま忠〈なるが約 12m/sccをこすと再
びJ込くなるぬな傾向が凡泊された

~釜必の変光について: t'，.~nIJE秋.笛川 OJ1， .nll. -It 

村jF.fIJ，IJゆ』泌5も中村強(:Qfぷ矢文台〉 以J)j~に

約 0.2僚の安光があるらしいζ とが W ・パーデによ

り19a4"トに)'U~なされていた.我々は.!lTJ;(パヌ:台の 65

制制折‘lv必鋭附k誌の光憶測光波iltにより8伎にほりこ
のAQm壮行った.大体型ど光制国0.2'-'1?i獄m:，)羽期5-

61~i:1Iのものがあるらしい治，f.jl在の狭山では~.，;ヱ旦の

光!をはðt.!ìilリ しru.る樋ç~に近いので余りたしかでなレ.

1はj[のア メリカからの情報によれば知}.'dJI1Iの受光{主i認

められなかった111である.

新夜光必の関査報舎(1): γ1't~~長 〈点以ベヌ:台〕

アf蹴J1t..び金光で 10余のm.野につし、C'.Q:光.hl毛:11的と

して.b~~If'~'.，点をとっている.搬彬lll1llfの拠定のため

に，今までに知られている会郊の変光症について統計

的.J:J1f.を符い，仙刈渉:，:m:の粗い潟l分を対匁とした.こ

れらのお(絞の内， B-PegR.野の乾板について~r-.Q:光Jr1

のJM1'F.を行い， TV-lより TV-7まで7例の，vr's:光
必を検出し， }，'，jj切， ZE光自宅聞を聞かにした これら ?

制のI)i<1例lまRR-Lyr型星I 2 例は会~光JI!.. 1似

{ま長}，'，]期'ftYi:Rである.

特典近幾遺墨nflVir について: 北村正干11，rl'村
強 ω{水天文台〉 近傍食述皐 BHVirlま今まで発火
されている多〈のftiJ.'J1tIl食述皐としてはめFらしくア

ルプノレ担当芝光晶の光自主IU，A'，!ftを示し， 陶磁小1111の起が

O川71にもなり，j仇泊のi縫心主将の大きいことが，認めら

れ， 3ミmー縮小の 1960.3月と 1953.3J-Jでの叫iJllJの
O-C= +0..1505 の大きなずれは近島点五回IJが~f!常lこ

大きいことを示し℃いるが，これは軌道の大きな!滋心

不そもった近接辿必としては当然予測されることであ

る.又二つの色γ ィルター (5550，4660A)の級制。、

ら}jミめられる1，'，1辺減Jt係数の計算がチベ・ンドフ-t:h-

Jt.， ~ .:J.ゾチの~ r担:とは大i!<ずれていることなt行'lrJa

し，特l・11郎、);1/)担の}.'J辺誠光係数がかなり小さいの

でチ・1・ン ドラセカール， ミ~!/チの淡からは λ ベク ト

，~ j的役決定することができなかった.

思議E餐ぐの大気について: ) 11 ~Iqf.'，îf'，; (ぷ人JA)

19117・-4811'に於ける駁却益〈の食の分光叫測につい

てのワイルソyの解釈について， 1) Feの屯陥度ヵ:電

子?に慌の食ftに拘わらず-J:主であること， 2)収縮の

考え方はそれ日体P.l~恕であるように考えられるこ と与

のl.('/)、ら人:況のモデルについて，~ね度の尚猷を似定

し，屯 F倒!~むな考えに入れて計~På:試みた.

主系列JAの周辺減光係数について:細川良正〈山形

大巡り 食迎1ilの光/Ji曲線の疫病~~~Eに必必な主釆列

星の).'Ji!li成光係数に対してミ.".!/チ，チャンド安セカ

ールの8・えた近似仙{主観測と一致しない.此~先:f.まか
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らの鞠IH強度奇ピタJえるul分をBaW11と行う ととにより，
B~. Ao. A3. F 5裂の観測他と一致する虫11<改良し得
た.前op前 ity係数としてはロスラン ド平均の方がチ

守ンドラセカール平均よりも勝る傾向が見られる.

x x x 

60 Mc/s干渉針について: 守山史生αT)A矢文台).
三沢邦彦;(~JII大〉 比較的低い周波数 (100Mc/s以

下)で太陽の般協・穏射を観測しようとすれば，搾常に

大きな口径のさ集中線系が必袈で，経済的には斗;1J主計を

利用するのが布和lである.この間的のために60Mc/s 

m干渉針を鴻;設した.ささ~fl線?震は双入木アンテナ二基

で間隔は 20A (100 m)，が13'の分解能がRlられる.

受信援には{ω日切りかえ法〈切換え周波数200c/めを

採用し制UIJ川政治断後 200c/s 問問~~liI総を通じて同

期後世主総で検波する.太i泌の子lp，綿魁ゅの際切削され

る千渉縞より太陽の静常なt日t京が測定される.
4，0ωMcに於ける併合、な太陽商上の輝度分布: 問

中繁丸布li沼隣前(名大きさ屯研〉 昨年6月当研究所
lこ於て完成された波長7.6舗の8来予-'f-l!J主計は，庇径

1.5米のパラボラアyテナ8例を 6.45米 (86波長〉

の間隔で京何方向に並ぺたもので，各ア yテナには4

分のl波・民4疫が取附けてある. ビームの半値f44.5'. 
ビーム間隔 40'で，太陽商上をその迎行と共!とm凶方
向に3主主主し， mu1l的部l定分布を友;tJ問flioil1lに分けて測
定することが出来る.タ~/音機は一般に用いられている

Dicke方式のラジオメーターである.

昨年6月から 12月迄のtiJl測結泉から静かな太陽函

上の線度分布を計算した太陽カ羽t対称であると仮fを

すると，喜作f丞方向分布は同級が中央よりが11.3依!J)jる

いことを示して勺る.叉電波的半径は光球の約1.2併

で，太陽国中央の等価温度は約 1.9x 10"'Kである.

叉友;{il可制波で始ど差が認められない.

200 Mc/s A賜電波パーストの偏波について: 畑中

武丸鈴木市総，土hlitt(月I)丈夫文台) 19641，防、ら

電波偏波肘 (iJii2聞の年会で報行)の実際の帥測を開

始し， 12 H及び65年1Hの分の段約を終った.前回

報告した通り ζのflHlìi.主計は太陽mt皮パース ト の~1f'I.

水平，土 46。 の 4つの白線仙波及び左布の耐同制iiJl~

分を問時辺減ずるものである との6例の成分からス

トF クス ・パラメータが計算され従ってラ γダム偏波

成分と楠同イM~主成分との間合，栴円の軌の方向，軸比

等を計算して，その結泉を示した.

保;演パーストの発生機..tこ就て:ぽi:(t述雌01V;-C天
文台〉 侃波パーストの発生機締に関する一つのモデ

ルを考えた.!ぷ点磁湯中での電子の回転による制動車窓

射は呉儀波・でるる為磁織と.JE符方向には胞折Z絡が僻良

大と成り細身Jが外に出られないが，10-JメUニ斜ブ'jl匂'1:

{ま1に近くなり組事Jが外まで出られる.例えば，ショ
ック 7ロゾト絡で， .:r~a 2.5 km， J以さ 10-:cm f¥，:の

III桜中で年寄度 1()8の';fn:.，i存が 1∞okrn/s のJrt~ で'，d

f骨〉聞に問舷したとすればfilfi/t1l...{~λ トとしてÁ.ll;JliJ~ れ

る強度の電波を削射する.

火羽E燭努にともなって生ずる電波線音:必iP.'.il雌

Ofr)t:天文台〉 手足5夜中で火援を小池似発さ・ぜるとmxt
的なk1~ r:;.を生ずる.これを謝ぺ.Ä~崎市i波発生機仰に対

するヒン トを~'Jょうと拭みた. 3000 Mc， 200 Mc. 90 

Mc. 14Mc， 6Mc 7kびピディオで耐ぷしれが 200Mc

以上では測定にかからなかった.ピヴィオ以外{ま 1 ~

位のイ yパルス純t'i-ヵ:融発後 80-160 "SのIllIに主主例
出る.千千lTJl:民でキ"凶のよい波形~m~. 配給u~.(:あ

る.これは屯雌ガλが~~，発的に担J;る 11年一郎の'ilîf IIPヵ:

必に加速を受けるがにより生ずると必われる.

電波患について: 服部Ils，事1;沼iEニ(J;O心宇部物

部〉 此援の節炎今どの際問によると，ω.われる“¥'u波
品H よりのl'l1淡の先生について考える.

白山ー自由巡移による屯i波の出)Jに対し，日本数J受

が修正したところの， 1 個の電子に対するj司凶のE~~r 
の作用を考えた式を用いてラジオ λターからの/}¥)J事f

1ft算した. カ品晶似に就L、て111:J IJH'/rl I巡移による

ものよりも， 100Mcではこ円前近くの出)Jカ治』られ

る泌を示した
x x x 

シーロスタット燭光電i&~毒装貨の紋作について : .U.s 

崩 i1i， m JJfー，小沢法(Jl[)jU~)C台) 従・終の

シ』ロスタ!)I，.五)j似刀)11与針決1i'(の代りに太似.iuJoYI'J1吃

の向上を図的として，大・蹴{な;在古， ~';~'I\'.ntfおの 2 フ'11付 r::

分け，各方向に 2~ずつの光也Ij'î'を使m し， J~のλ:\'û

r1lfの涯を取出し， ~続方向に於いては川波数五:変え，

Z庁:商品方I~Jは佼羽1を変化'\l'しめて~tの公化分事i:m~M し，

前抑制、型1，司期沼尻lj槻，後者・は 2Ællwr~電動機を1"1松

せしめ郷 1反IJJ鋭tr~2 反紛~~1I1!似せしめる級にした

ものである.;tt・の.i{JJ:6制度{ま太問{I!ffm:換算して 1.4
秒とし，者民主駁ih"Jの補償辺il邸主 U).'r).JIU励になおして

0.&ゲaec，iJJ路島ヌ11勾では40"/sec になる級にしてある

が災燃の粉fJfl玄米測〉主である

コロナ緑続強度と黒点との腿係について: ・j占Ú~J仕

午，林・利羽1.11" I拶II)J(:J!u;!天文台〉 コロナは j，
としてサクラメ，y トピークのものな，!J.\l.~は)j[)j(のiω

測をもEぃ，見える半球上で F.E， D僚の7製まで発地

したものという柳こmt，滞を分制してこれがJ日f縁及び
阿線通過の際のコロナ状況を調ぺ，胞との関係及ひ:{;，:

相のfsl随在 1951，52， 63の361'f1JJ1亡事tて統計した.
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官官ナl&iIlリに欠i仰があるので決犯的/J.給品目ま111なかっ

たが必ずしも池んだ般にfr'うヨロナが鎖いとは限ら

ず，J詮のJ~I合もあ り， {:，JHのl.((t. コロナは!'.~"".~の発慢

に伴って1ぬくなるもののぬである.

島県点鍾小紛附近のコロナ強度と地磁気混乱との関

係: ffif~H;放火， Ifl込山光，r~~m在鎮(到f);O:天文台〉

:Jl.Iナ強rrrとj血儲弘{使:1iLとの!則係につレて，11:・災の研
究を， 1950-191>4 ~I三のrawついて新たに検討な加

え?と・その竺F.な結決としてく1)地磁気掛1iL党大防から

の微粒，.によると・?れば， コロヅ・活!IW&のよ!tJ.，~中央:-r­

'f'，線適iω後2-3闘にミキしい Shielding効以のあると
と，く2)コロナ訊i!f!l}肢の太防16i1:の純度の彬押は1血球

方向に!付いた1I'j'にjlkも大きなこと，く3)コロナ以外の

大働問:w.ぬl亡者しいものがなく然もコロナの初しい領

域が太脳全体でll'lーで， それが同九ちした1劾合を考・2認

し， 地磁気h誕百[はコロナ前・!llIh~だけではなお解決が同

線であることを1出向した.

閃光スベクトル餓の絶対強度スケールについて:

i)l1t~Jf. 11)( (k [泌~f:芸大学) !刈:光スベク トル似の強度

を災わずミ vチ且ルの{で:t!:スケールを絶対命日Eに換算
することは，さf!に荒木九41尺ヵ:試みたがくPubl.A. 

S. Japan， 4， 11， 1962)， 今Jii!これにパyネヨークー

ミ?ザ・ιルの車内咲から選んだ640木の綿を力11え，さら

にその純娘役開示して手IIJH し必 く した以てI~光ス ベ

クトル仰の定伝的解析に質せんとするものである

第層スベクトJレの測定についての一考察: 捌~1:政

宍， 7fi織 防〈免駒山太I:!.~切測所〉 日食(1年に得た無

制限彩!凶スペクトルの乾板より，作賞il~ぷに);~沈.C， 出寝

るだけ多数の伐った釧域の崎jをを測定したいのである

が，それぞれの開線がJ，~/J、制1伸、ら外れるに従ってs

プリズムの彬樽により仰が添附する.この仰の被Illfをf

~，ほして， 1'1配地JnIfHによる;f'!í6の方向を決(;i:!した a

吸収線，alfl!と光Z撲の構i盆: 川本正太郎 (J;UolJl)
!，jlい吸収仰のド ッ プラー械の制から光球 1:/i~iこ於ける

乱流のtJn~が椛定制望奨る.従来の続z釈に kれIf何れの

蝕より出しても¥foWe涼附まf合同院Fr・の烈;;1¥助の終日Eよ
りメ:~ <はないという給米・がmられるが， ，!J;外の Ca
イオ yの鰍のみは舶が広く て{山と調和しない.

non-cohrent理ぬより求めた ドvプラ【核の柿は

∞he阿ntJl.lli沿のものより狭くなる. 従ってiII/おーによ
れば光疎Jニ!滑にて 4km/sec料僚のつよい乱流がある

ととになる. Canの純については，この脱の/i12悶が
coherentでも non-coherentでもなく吸収の機拙に

よることがそのエネルギ-jl~(なの間列から針(;為され

る.かくイ仮定すればその側からは他の強い料から推定

されるが[と一致しl:{!(iがmられる.
x x x 

B2裂義のモデル大気について:商品澄三郎 (J;U，
現l!) さきにロλ ヲンド平均をつかつて計算したB2

mくれ=16，800九logg=3.8)のモデル大気の弘14Jナ
るt成政事?反滋法によって求めた. r=0.3より潔いl併
では割分流京は3~~以内で-Ji!で，これからきめられ

るお効滋度は 20，6∞'Kであった.これは仮定したグ
レイのモデルのものと殆んど一致し， 1.司じ条件でrm.'t
されたチャ y 1:;セカール平均のモデル〈マクドナル

ド〉の22，7000と比べて:符しいliWを示している.fL!

に両者の臨tt.tエネルギーの分布{まIIH結成ではめんどいl

じであるが.ヲイマゾ端の近〈ではniJ.Y.'の方治勢':J1/2 

にfr.~-ドしてし、る

赤色先提案星について: 総fIJ j込峨(刃げ'~1Il) 6例の

掠色伏京星 (WZCas， U Cyg， V Aql， U Hya， RY 

Dra)の 6800A-8700Aに渉る総公械について小分

散I!iのクーデ分光写真を;鈎ぺた枯来の般信・である.fl~ 

分散皮によるキーナゾ ・モルガゾのC分却は，中分i投

皮によっても非常に合問的であることが判った.例え

ば低励起電圧とスベクトル~!強ræの凶係，特殊の以子

線 Kの7699線の強度導について特に顕持な合理性ヵ:

.R.られる.

対流.!I!衡殺をもっ昼のモデJレについて: ~JlfJl刷。J

ω!~t7，j!の対流IJT.衡の炎皮と対Vlf'J7.術般の間に細身。f

11l衡の中1H1~'i'訂する模型の系列をt:lJ，成し，中心i鼠1を

と車問況をパラメーターとしてよ反応 0・!(pr)N口に従

うC-N反応をど似，どして M-L，M-R， H-R， g-Te 

の|決lヒlここの秘却に従う曲線網rt'揃t!， 1込の分布との
比較宮行った. 股明言十)~:の立幼から，この模型の系列

{ま述続的にシュワルツシルドの脱却!につながるもの.c
はなく，両者の11:1に本目的な谷加が存イ1:する郡ヵq;傷め
られた 向者4虫仰のた114はM-R，g-Teの関係に於・ζ
火きく，オスタフ"J ノ クのカストルlこ気t-rる大~\悦 ，~~

肘Jr.と比較して.この{弼~裂に従う文坊がド術ヨ~l交の状

態式のオーダー的なお1似性が錨められた.

第 2 日

20吋シュミ ット補正植の表面倹査について: 足立

綾〈大阪工試) 20吋 F/3シA ミット術蕊板を試作

するに当りJlil，、たよ・耐!礎1'E訟についてのぺる。

(1)無焦点光学系tdlfいた光明的F民主|式表部検司祭機

を棋作砂掛中のよ2匝i険伐を行う.く2)4吋平函阪総事ピ

逐次ずらしながら二ュートンリ Yグを説寂り表面Ilh械

を求める.(3)フーコ ーテストで!l!に細いステップを
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3・

た出し除去な計る. (4)斜u主試験で昆{般をA1!，)べる.

くりは 0.01mm {'rl芝山町皮である.(2)はつなま

予j;分のぷ民ヵ:んさく 0.001mm以上のおm::ま烈み.1はな

い. (3); t，t!i iこえテ ァ プがよくわかり (4) のまさ.!I~と

かなり良〈合う.

Fu叫lks王ωsカメラを改夏した新光学系のs段安針に就て: 小
林d必-受1正 ()ぷjぷ〈りメ大ミE碑明駅的!) さ さき~IにLこ-1“s£立綜3針f拭1作1乍Zしfた'.:.Pnks カメ ラ
.0良ミ.~~好Fなi且i込U(~似雪匁lの1似iりlられる!午ljぷfのl山臼仙f係条が:は主時走約可 3シJ.で2あbつた.

‘ζニれは{倍告主半t~抑qの』色収J必f去J と芸列非lドιiえ.1，'，点，1，'，

ζれをは良して今1!ll，iQ'ま了した N仲 Faksカメジで11，

f託lf~の色収点{ま半分以-ドiこ i氏少し， ;)1:点収泣と1'~Ï(lif号

nJI とはほぼ法!但!rl~iζh!ì正芯れたので， }巧辺i舗の仰が告

しく改善され， iiii'を 9"乃至10"の範遡にわたって良

好な単悌カリ切{与されるようになった.この光学系{主主

mと2例のIlllIEレYズとからlili成され，時間だけで誌
計してあってJ 半面比叡ヵ:iJl!JHできる. fJJjるさは F/

2.5 

リレー計算書援による麿計算:塚本裕四郎.IJ J崎県筏

〈水路，うi¥) リレー計3'[..機(術:J:iI副首試作〉を依ってl訴

計算念行って九十.ところ次の結論を得た く1)制罪防

JI:袈lì"cの為.t~31::t会〈然くへ力の二j[.みl上の硝災さを

持つ・ζいる く2)計算i:!il芝11へブjの 10-30(~:r3elで

特別な四時主:附加すhぱ10，0(;r，.ri，:症はよるがそれ以上
l よ!~慢Eであらう。 ffrJ~(:ま桜ifE附憾なもの税効率が大合

， <なる. (3)テ』 ブ作成の何Iれな憶星計Jr，hlli::Hit 

~r-. .!Jl会計j[.þ穿{主問題はないが大防，月等の限表の~

に大~なま，の散fiaのパンチ11H~燥でntl迫レも起るから

号、Lそのものの，1iI11戎を計J，l:t:設に適する践に改めたフJヵ:1ミ

いと.[~われる .

印字タロノグラフ: 般本淳ilil(東京天文台〉現在

一設に使用されているモールス式ベン借きタロノグラ

71-:'，間illlj後の純液務加に多くの入手を3犯する.そこ

でこの人手を((j・き，説収納!史毛:1込くする為 0・01をt迄

‘-
-、‘・4

f:JJ!:jミク口ノグラ 7

のI庄ぷ式j=1吋こタロノグラフ (PrintingChronogl'aph) 

てど試作した.主主ぷ{土.I~均ぷit ::1:0，>004で人手及び記

幅十l~使用Jitl士大師に減じた.

遺臣官置費量観事I:lB寺電波のドツプラー効果測定装鐙に献

いて: 飢ぬ呪匁I 1.111記録霊行(京Jj(火文台〉 熊持制時

は1時刻の凶際比絞りP(&-.の乎段であって，この災効伝

tlr.iill自主の決定はm犯な，VIt自である.mi戊は屯緑!必，ヅ、-
j也1 : :)の反射を絞返し.Cj・345し，従ってm~{~ifIの:æ励に

伴い，見かけの受{;j).'.J i皮敏{土1O-~のIliõ:閉で変化する.

このJ.';li~散富山ヒを量l!純iIllJ'，Ë して逆に伝術開!抗を附別す

べ<I 1:1下比政淀川な試('I:011である

これは水JI~I時計り 100kc の.i.UI (;';:;I~な J;-.j必発~d，司法

数として羽入した特殊受信装ii't]，止び附同記長f:~ir(で，

これにより少くとも 10-8の川波滋交化な測定するこ

とが出来る.

PZT畿般用骨量片時計に就いて: 似品市i:;，弘河野安1・

uω〈天文台〉鋼}i'の~Ylt&t勘右C利用した所~\1 '1白i'Ii' *1動
子を用いて，水~-~の PZT 撤梁}習としてfi・J.iil寺討を

試作した...~.}Tのlb?W:係数{ま 6x 10-"/"Cでこれもf銅

とれ制tE2EZI;;こ配した:/i.m柵@・限i品州'I~ に収めた. こ

の似佼変化i主-!í:.~汗・分の敏度以内と~えられる 叉発

桜四%は'iü:t~民系を取入ht.:.特孫設計で，これにより

m似変化の歩度;こ及iまナ~~呼を!主!J!).;に i氏殺出H~た 試

作機のillH刊剣山主，辿純比較淡i出により水晶時計のそ

れと比鮫記銭せしめたが，官Wl与!悶のlill1子i主，殆んど水

II~時計に匹敵することが判った.

x x x 

三景・ ワシントン間の時釦j観測の系統選について:

飯品沢孝 ω[JX天文台〉 三耐に於けるI冷却制iUlJと，

ワシゾトンのそれとを，祭主矧(時を{中介として紅漉比

較を待った.この内，経佼変化は慰安:化町の小9!:1司

決定怖を使って考胞に入れ，叉三闘の二{...LIニ際問測に於

ける FK3星主将の 4aa.は N30lil誌を謀il.Yとして削

正した.この結ML三部品tワシント:.-1日iの時刻j観測に於

けるおjlt!!.議差の詮としてみ・の主主な年}.'，j及び半年}o'J変化

が倹幽された.

24.""'6 sin (x-!・O.'5)+7."""1 cos (2:，;-10. ~O) 

これは従来考えられてい式ゴi主よりはるかに大きなもの

で， H-Fζのお(閃を糾1Jf.l中でらる.

ワシントンの時計・観測から求めた池球自転の季節

的蛮化: 飯KbiTI芹':，問崎市rlj'α!JiO:天文台) 1~62-

1966の 3年IHIIこ於ける ワシシト ンの2合の高性能水
品時計の迎行と，同じくワシ Y トンでの PZTによ る

時刻明mo資料とを使って，地時自転の季節変化を計算
した.この結W:I土時刻j修正母として，
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1953 I1T， -32.川、sin(x-13.07) 
ト7."、sin2(~c-- 120. 09) 

1954 tlTr=33."同2sin(勾-43.07)

+13"出5sin2くお-114.09)

.を得た. これはl時計，観測とも'111:界的にJ，Zも1I労れたfi

~から}I乙められたもので，王l/..{r:JìZも信頼の;九~(tる{，fi と

完与えられる.1Ffu:のJ~J!tlP1iの系統的舵移については向

明献ではない.

白紙時と原子時との比鮫: ~!';f'也政司(到lJ;工夫文台〉

刃I人務!学j~I!~~f川研究忽・の Stark source and Zcernan 

modulali011 Ammonia clockによるアンモニヤ分子

スペク トル (J=K:めの阿波数と天文11与のlj<l交との

粉宇野比較~8 ヵ Jl l1HW処した. 1分I1JIの比般粉!副主
土3xlO-8制収11で，1954 ~ミ 11 刀 より忍~~I二 2H迄の

J1IIの対日比j期待 (格:1Il:変化及ひ・tl!阪の苦手術君主イむな除いた

もの〉によるJ.'.J版以の決定似は 23，870，131.25kc 

土0.09(危険;t.~6 ~~のイi.N~~限界〉 となり， このl:iJ天文

fI制伝m:の!J~';れま 10-8 の桁では;認められなかった. 1#1 

泌l時によるj人!被数は 130.77kcとなる.
x x x 

1却95臥41竿手問日司芯E天文E研存気~会貝によるf姥竜蔽観:測跡H則昨リド: . j:1引川州j:似州州州l;Ji川川Ii川仰111怖1怖硲一「. 
リ伊h燦饗r判』ごご:. 1悶954~年1ドミに l臼ヨ氷う夫史文J日if';i先E会μによつて在級!見~ i刈H則

答れ7た紅ζ正.純4縦説将惚:〈告ケ宅を:g砂鍛存殺.約してJ月3のz平ド均出依I続1貨q敏車糾品の拘州州IlIE巨町:f
を求めた íljl測は 9名 97 例で~るが星名不i洋 5 ，

)unationが 1955(.ドにかかるもの2，11'- 11が土3."0

又はそれ以上のもの6を除外し，結向 84flI，lを用い，

NZCとエールhLλ;を別.. Hこ叉 6lunations faにj仰い

た.fI1しあらかじめJ1の平均立確にー2勺の.flIiIEを

した.次に(1M 々の~芯を問・~;(し 土2." 0 又はそれたU~

のもの8(1司を除外し問りの 81例~mいて新しく 4L，

.dB ~ねた.これらの似た吟味し 1954.5 の亥・当な{，It

として， 4L-=-2プ8，4B=-1ワOを1喝丈二 e

四分徹夜iilUiHI撃について: 広湖秀占fli，'urlJl ~Å .良I1

ωf_Mうえ文台) fl凶ミ1H 4 Q .l.j1l:倒的刻する IJ~I分凶ゼ流

J草者líの~~_!.'.!;;iJl.ìI!lJ;J:今昔;'Cハーパード矢文台で得た1{[I¥'I 

が;bるにすぎなかった 1955 ~.ドlこ:J.Uぷ天文台とf.J 49 

kmはなれた本史fl!'i市に新作の流品添;lJ;{.災者fおいてこ

の鋭jJlIJ~q予い， 快llì~t と多数の』策lT!.の出現に忠j:れ 3 11年

Wjの鋭mリで20{[~1の}液晶'JJ-:民カ呼息られた.その中の 11

{闘が二土地.'i'i._・での!，ïJI時似iWJ'1:， その測定結栄の-iV，ll~ヒ発

淡した 制4.tj~，i.{ま a:=2300， 8= +490 'C' t也心速度{主

約 39.0I(lnjl:!et， i~ìÆ/J主としてー0.741<mjsec~ 治不十

られNd期 5年似の，机泊-傾斜の大きい木星放:の渉ftEH洋

であるととがわかった.

流集腹の採集について: 村山5el:9J (国立科学I~物

鰍)， m.必~~9t:l. i4:I水， [侮釘綜の中からV!tR物質の践

Wl:考えられる微粒子が険出されることは従来若干の
i[Jj外研ゲ凶?によって報告さhており，この中でも特徴

的なものは前筏数乃fí~滋十ミクロン犯ll.tのま求状粒子で

あってi~;こ磁鉄鉱からIitり時に担問主箆Z聖母i.'.t{のものも

ある. 我キ{ま昨年~;!:たこの{信の締!，~・必予を捕える試みを

はじめ，従来報告のものと，... J織のものを検出し得たの

で， 今後連続的に採集し千千f，nの般会:J~加える計沼を

してし、る.

年間に於tする流星雲挙出現の綴i兄: 村上法、倣〈広島大

乍) 1928-32の班長手1mの切;仰に部いて，一年間笠通

じての著名な詩1iA..ir(，の出現状出を概級しすこ ，;.干しさの

程度 ・ :luJ~i出税数 ・ ~大臼及びj初IHIのほか出現状況!出

棋の形が貯の梢巡や年齢をどしらべる苧司怒りとなり得る

ことに言及した.

流墨書事時数のま存尽及び日周変化の理論: 村上忠敬

(広U，-Jと学〉 務eliHii時数のIJMl及びif.周変化の級ilIリか

ら処製した結決は，主と してi5fe皐向点のm距に支，'ieさ
れるので，徴。:([:1~主流阜の大部分は太陽系内のものであ

ると考えられる 口湖変化IUI棋の形が半年周期で変化

する点などは流易体欲ifll分布の不均等を示唆し，ノj、惑

R及び続}.'i]J窃醤1~1i~の軌道の分布などとも閲巡して流昆

軌道分布を取扱うべ舎で盗みると，思う .

X × × 

月の子午線娘測: 中野竺郎 OUぷ天文台〉 策万〈天

文台の子tl:".!!:tで1954~年中にrrった月の観測は第一縁，

第二殺に対してそれぞれ50回， 361函lで，月の平均Wl.

再ff!に立1-1'るo-cはー2."85:t0."09(p.e.) (1954.506 
fド〉となる.1950 ~f三i泌総の 0・Cfまー1.1'86- 0."412

(トtふ-0."042(ト lO)2，10=.:1952.51で相当よ くポわ

される.mJiは近のグリニッチ及びワシγ トンの o-C
とヨrJ;(のo-Cとの系統'J{j;を泌はそれぞれ +."28]Jえ
び十プ24である.

PZT鶴澗に対する月の影響: 此~ß蕊久(京五三天文

台) 東京の PZT の純度級JIリの1l'Z:!f~を 1954 年 1 カ

年!:uの自立制治、ら淵ぺて見ると，赤純系がまだよく決定
されていないに拘らずアメリカのワ父ソトソ，フロリ

ダの PZTの制度に比して始んど滋色がないことが分
ったそこでこの…年!lUの付料のみから月の引)Jによ

る鉛ほ棋の変化をJf.出してよ4たが，その章制ミは王製拘節

と較べ大きな鐙ヵ;e日た。材料のl'足と共に，その取扱

いに(，'，i考taまずべき.点があるものと思われる.
7)<沢における新|白雨天1貰織による緯度の同時鍛測結

集について:刷機笑〈斡度観測防水沢に於いて

1927 ~lミ 10 Rより一カ年間二人の級測者がが[1日二台の

夫前俄司会交互にも1i周し純度の何時観測在行った結果を
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聖書約し， ~- I日= +グ014全."003 (年平均〉を得， 2it 

綬常r~(まよ〈決定されていることを硝かめた更に月

fiiにこの新18の誌をとればそこに明かな年)，可変化が認

められ，この年周変化lま71<ll!!気砲の励き，総舵鼠度，

~内面4度， 及び止t碕混度22t穿と 7:SI.、キI~聞のるることを

示し，これ絡によって此の年)，場変化が税閉された.

浮訪孝夫I貫徹の鋸動について: 後勝illi(純度鋭刷所〉

浮i移矢田併は三つの部分から成立っている.即ち水

銀lft， 望迫鏡. 'f!I.滋子で~る . ，.1活字子!ま屯i!a鏡苦C掛け
たまま水鮒宵に浮んでし、るから切道館者cfilこ向けて鍔

光しても島{象{ま振動して写る.この綴蹴は波淡援助で

約2分位は継続する.とれを解析してみるとこつの絞

動から成立っている.一つは波動波動でf刷工メタセ y

トリ ァクな振動である.周期は炎々 7.82，0応である

が後呪・の方は減演が41ぐ、20秒{伝で消えてしまう.
再び closingsumについて: 乃滋〈純度問i刷所〉

水沢の初夫瓜儀及び浮t~夫前仰による制度7i.llmlJには他

の餓潟仰?と同様にc10singsumが生ずる.その総0."2

4 刈より観測室附近における!pc常屈折の影押と水銀

糟内滋皮不斉に落づ〈鏡筒の傾きの影甥とを除去して

みるとf，'J0."1松度のものが両者共通のものとして残

る.従って之カ満天頂俄に共通な上1必大気の拶縛であ

るか，wafま光符.%g常数のE兵器に~，~<ものではないかと

思われる.

x x x 
暦all寺による小感星計算: 竹内端々(到f万〈天文台〉
小被昆の軌道改良を1伎界時系でなく!泌J::時系を用いて

やりi在した場合，最も犬舎い修持を与えるのは小惑星

のi也心似置を求めるために必必要な太郎の直角座標に入

って終る綴2きである.しかも小娘阜の脱測は綴ね街の
低限に於いてなされるのでこの修押が常に同じ符号で

小請書畠の磁紫に入って来ることを (701)Oriolaの例

によって示し， 計算を簡易1にする問。災~求めた

:t&の内衡是の運動: 古布rtl:均 (泌);(米文台〉 土

阜の内儒阜の近土点，ダl交点のi}<1j':，迎蜘省r従来よりも

詳し〈計算して級測をよく説明する結燥を得た.この

結:!liを使ってエゾケラドス，ディオネのn最を計算す
ると炎-'< (1.68土0.48)x 10-'， (2.045土0.064)x 

'10-6となってこれ等は今までの他より約ベ制大きい.

叉こl:1i!の形状の常数は次のliliりとなる.

k/ ail = 0 . 024304土0.00∞20
l/ (1.4 = (1. 33会0.10)X 10-3 

地E撲の毛主の粘性の極運動に及1ます修司障について:関

口[庄司)(東京天文台) t臨時の核の粕憾の極巡動に及

ぼす影留は，央擦にt設定志れる粘性の程度では，核は

完全総体とみなじて益支えない組の修留しかない.し

かし電気のjミ均体である絞が地砧%の，~の中でZI{動 r

るために匂る，粘性と1・4じ性質の}Jに対しC(まかなり
な影町があらわれる.そのため地球・の婦の泥助:主主t以

銭!此:をえがし、て減少し，於大の場合には1チャンド?

-.ì!~矧に，制."/':t.壬が 0.74 併に減少する.

Bravnisの方法による太陽運動の決定: )';切に枇4i
(J;(大沼!) 貿沿， ~I;Iイil\Lt!HI}，制iQ~及び制械泌ぼのとも

に知れた大m近傍の品安材料とし， Bravaisの方法に
よって太防運動を決定した結331まみ:の通りである
.噂開・咽園田圃圃嗣ー・・ ・哩=

).:. ~ I，"J l.~ ~.tlIIl:Vゅ
材料 ー一一個 崎 (km/

者t;筏A@ ;，古都D;i) ' l!CC) 

t}¥世J(足 マ0側 262 ~7 11.4 22.3 
1MI必170例とffibl23nr.1 265.2 I 18.1 21.3 

材料の少い刈に従来の仰とl帥刻'I~ よく a殺するが，

D@)には多少の聞きがある.
銭形健畠集団の平均運動; 菊池fLH~ìl"J (JU..ft J;:翌日〉
銀河系内のfT::官点に小さな鍛形をとり，その'11に合ま
れる恒昆の平均迎動および特有泌動の分布を，5と税・か

っ府内休速度分布の仮設の下に計算した.球形の場合

げ4り， l}'均ls動l主円滋動とは似らぬことがわかる.
球状集団の場合は~ri!JSJZ均矧l芝の近似式が却の半後の

こ次明から納めて効決を王l;!わすのに対して，この地合

は一次lJ~が消火ぜずそとからすでに税われる.

銀河系における密度分布について:r~細文í.!;;Jl ll(封{

京天文台〉 斜河系のモデルとして精度カロ11心からの

距離Tとともに正規型で減少してゆ〈ようなlli伝的1'1
体役考・え，その結果i{Jかれる媛!被;iY!度θ(1っが，Ji(近

B. A.N.のl141上に発点された電波による θ0・)(2< 
r<8.2句のの観測仰に合うようにモデルのパク メー

タ ーを決定したそれによるとニつのJE&/~!'Mr，æ分布

を組合守たものが級測なよく災わし，車紛Ii.ωM泌;として仰ら

れる忽飢Hlが何】百可I可Jj系宗の総何i滋乱
等事ヨ官街甘物E猿猛分帯布旨のZ平巳均f化じについて: I成泌4州11プ秀写 . (1広広即Jぬゐ

T 大沼迦J~潟命物塑別I!fr;研íJf'め.う) .(必E去来1終毛の宇宙J諭命はナぺて物i悶宮分A

“
iをを~'I仰

f公先2袋劉袈劉|間IIJへz平存均{化乙し.cえられる均質J~主i筒首古役d倣汲つ，てCαL 、る.

とζろがとの平均化泌程についての吟味が}JfIえられた

ととはなかった.そとで矢文明的にdな;朱のある彬.l!oJ(じ

過ねとしてはどのようなものが泌吋.~あるかな2与え，

さらにとの泌恥iには必ず物質の物部'JI.J;fJ~l告に代的変化

カt伴うこと宏明らかにする.UIl'I:>Iψ以降泊と物'j!l分布

との対応tc移える幼合の物質のもつ踊11:は，制liJ!リ'j41自

でみられる低.b1， .!sUZ， J.車問l物質そのものでなく，そ
れ.らが:!uずる潔材の物質と努まえるぺ舎で，この1111の00

速な新しいJ4体的な宇宙横型に織りこんで臨冷した.
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ンンボジ ウ ム記事

ー位置天文に総ける天文屈折に関する問題 -

・ ~fi )l l }J (~;~~民械iJIIJ問)

8拠f灼な天文hIi折の組織γ於いてk.らlの1/11折;'{;iと地

よえりの?;iさとの加係t I .-r..，・換えれば火河干~，:I交と ?";j む

の閃係について色4な似dが出ぶれたままになってい

た.Jlょ年r.~1議大気鋭iQ'!の発j主t工作い1Ix.M聞の発比と共

に大~HI手伝むについての知強かJfi秘されてぶすこ 続準大

判としては池上 11km ;~の対，，rtldf'C: I J:. Tvoryの111.設

lllJちIW1)，、主.Vl'
の限度減土おくlapse-ratめ を一定とす

るポリトロ ~7・ノミ以のイ'Ji，:設， 1l km J')，jニのl戊悩llilでは

11"l殴-うむとする Newtonのゆn，t似;没がw燃に近いよ
うである. J. Willisは対近の出験物理IIψ耳斤のスペク

トル分析の研究成J長(H.Barell， J. E. Sears Iflt;の〉

致用いて:水蒸気，tJJ.L忠光の波iぷ~に依るklil町議の!!t

化~F.óà じ師射平衡の1r.渇から日制大気のI1lt邸主下層

大気の e!rectiveradiating 8urfaceのill度lこf/{.(j.し

て)，'1る特性に7rtHしてアメリカの校内'1六%について相
対制度〈日1<<1と刈胤ミの誠!変の比〉党相対勾庄のご次式

で必わず5経験式投司"f，t!， rkti折制分Jなキn対気圧につ
いて数例制分法によって19r.いた.この数um:点分は近年
の矢文ku析の研究の特・民で Hnrzer，1:英!瓜îj~iút7， m;渚
興事も占拠的な紙数民・開法によらずi没後は拠際大気につ

いて数術移{分を符う方訟を探って来ている.ワシント

γの海1](天文台の子tr~による}.'，i係旦の赤締切測治、ら

プ)1コポの天文ki.l折火，のシベテムの51H制倣への事liiE

~ -."104と決定した.これはワシγ トンとプルヨポ

のiTt)Jのmに相当するものでプルコポの淡には武力に
ついての補正がないため~r"，じたもの'\!ある. lt!の光の

tlJHミに依る矢文制折の変化i注は Z=20U でïkV~の棋tl!l

~t陀， ~\程IIl， 水涼~1fEの1・・に於けるkïl~斤枇{ま

被付くA) 4000 4600 6000 6500 

刷折危 21刈8 21."31 21."19 21."10 

的∞ 6600 7000 

21."04 20."99 20."94 

でI iJj;. (6930λ〉と汗 (4760A)についてのkli4汗位の
符lまO.匂に.iliし，糾皮切iUHタルコット怯)の総合

にl対のlilの組合せがこのようなJ;i.}合には 0."16に述

ずることがある-ニm尽のlItリ微N.による級mリにもこの
却の先・の般公効ぷ{ま場胞を必ずるfllJ閣とill'まれる.さ

て礼状天文自折は必の光が創刊lリ x.又lま匁J~乾板にj主ず

る1111に次のような段階を経て人別される.

1 . 毎~?I'，:m.:の気局傾斜の効~~時刻級制で;ま lateral

I'cfl前 tionといわれる〉

2 ~I叩'/lH1i' (room refraction) 

3. '1{.ii:i鋭IIil折 (telescopel'efl'acLion) 

虫1:rn山大公1中の等待度の~1伶'ÎI頃れの効別仕珪IIぬ的

に;t~さ地rÆ泊、ら大気上限まで一線な傾斜とした従慌の

Stoykoの凱献と比較して・ (1寸)の係数を莱じ
なければならない.ここに n o1 polytropic number 

で4-6の似をどとるものである.部x.は U本に於:ナる
ラジオソ"yデ叫ia~から自由大気中の気回傾斜毛fP十r，.:し

ずこ宅W.j~!也よ 8 1tm 附近で領斜の向きが逆転しており従

ってYJ文同折への高11万三抵は符→!り;・を考えた代数手IJ(泊

分〉となることが分った z :tj~とのキ11凶も “J[JQ り宇野後

で続料m:n:J.!測には今後ラジオゾンデlこ (Itる，r:j/~大気観

測のrvl.ltXIま.ur附の二点線iUリの災地が期待されていい
ように瓜われる.ーを内属折tま然屯宝仙l使者十又はサーミ

スターを用いる電気[fJf抗菌~m:計等に依るn;irloJ1l111Jの時

代に入札宅内の色íl.m:~が外気温度の u :æ・化にほほ比

{91Jすることが分って来た.従って臼ぷ℃は・μ".泊1切で
強;る気似の日変化の振幅〈日較込:JIこnf.~ぷし.C~内的i

.析の:μI-:ij，?e1/3 "'f.ilM1切が斡皮切iJIIJの政泣からほぼ

検出さhた.;授内の災状屈折のl必が邸1d~犯の対物鋭上

のどの似の17さになっているかそ犯似することが今後

の線組となろう.恕辿鏡筒内で対物鋭から1.t!点函に護

るま与の !i~状応折は Ha戸 カ:時計筒〈リーフラ時計の

ような〉の上下端の11IIの温度差の時計必皮に及ぼす修

得からlii鈍した如<.!照明ランプの光然の作用Jk.び?を

内のJ!i;'(liJI'I)の泌度分布の修得絡が考えられるが，従

来~際にM制された例ヵ:治どな〈今後の11今味にまつべ

きであろう.以ょの，rP的な!l4V~JIIH1fに対して大気の胃L

Vie， "..;袋3Uによるよ民状同折が;近1j.ニ特に似iJIIJ~ì'1J.æの向上

とJむに佑11されて来た.二台以上の。ぬった何却の明泌

般のI.. JI時叫iUlJの比較がこのような災状川折の干'UEを統

計的にiJ¥しており(F.Schlesingel'， fJJl泌，)，制度減測

の bisectionerl'Ol'の中にはこの災状kLi折が含まれて

し、る，a*では冬大ð< て夏IJ、さし、年~化型をぶして

いる.シ γチレーショ Y及び~I'こf<い必期~ 1 '秒から

数分HlIのものがJ彰将が大きレ..f:E.の~J.lI~'ま伝統的にグ

リユッチノミ文台及び氷沢で研究され-C;:kt，::il~ z項と可

成り術後な*111郊でヒがし，依然として‘f-j)Jなz明の悶子

と考えられるが，長t/C語傾倒との関係が今後の焦点とな
るであろう .

i也UJlIH:のJ:kí~.の怒3fSはこの方向へのIj~.i1主を示し

たもので， Iまiま 600m 上ほの瓜の銀特が JI~も大きい
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ととなjr.諒された.土地微動の影持もJ.!.燐けよ大気の

不安定と混合して起るので，P.Z.T (匁県天JAffJj)の

活動期に入った今日天文総般に対ずる土J惚微動の影草野

の研究は是非不可欠のものとなった.

太陽電波の発生機楠

…向合法雄〈東京天文台〉

パF ストのスペクトル観測がかなり成され，相当然

った特性を持つ数{遣のものに分領されているので，こ

の各々に対するモデルを考・える必繋がらる.

1.アウトパースト

7レアーとの杯i閃カ;;1ド常に良い事よりみて，電雌ガ

スの~激な迩1!ìiJが託子.!:J.している織に，\1lわれる.m雌ガ

スのjAj滋な迎励により縦摂動であるプラズマ燦励が術

大ずる事は知られているが，電波である償保動と上記

の縦振動とは一般にエネルギーのやりとり注しないの

で，縦振動が大きくなっても電波は鞠1I.tされない.し
かし振幅ヵ:ヨド常に大となり，非線型的取級を桜する織

になれば縦繍i海銀励IIlJの結合窓生ずる務はわかるが，
簡単に解けぬため位的な務はわからない.それでアウ

トパーストの主として波長の時間的移動よりモデルを

考える.

今迄ワイルドヵ:考えて来たモデルは波長移動の皐さ

が太陽大気内部より外部に優看Lが移動する与さにより

決るとするものでらるが，これでは央i則される波長悪事

動を説明するのにf蜘lがある.それで此の波~是移動が

太陽内部より飛出した商符度電離ガスの急激な膨脹に

よる密度変化に対応するというそデルを考える.マァ

クピpチの計算を使って，膨脹するガス瑚の巡回での

宇野度の時間的変化を肝詳し此に対応するプラズマ周波

数の変化をみると，過当な初期条件の下では央測~れ

る波長変化と良〈合う.ft.1此の-t-デルでアウ 1・パF ス

1・，nI~臨パースト絡の波長穆動以外の色々な特f'lJ!も説

明出来る.しかし電波強度のスペクトルは先に述べた

如1<電波発生の録的な計算が出来ぬ.(.j説明出来ない.
2 備渡パースト

これの一つのモデルは制演の中で述たものであるが

も一つのそデルとして，磁場が級iUlj;fo-の方向にl勾つ七

いるといとの磁幼に対し縦方向に怖い泊予!醤がショ

?タフロゾト等により問時に平〈動l!'出すと電子は伺

位相で回転しながら磁織の方向に移動する.此の湯合

ドァプラー効巣により回転周波数より短い波長の阿伺

肢が級部地-の15に鞠射される為屈折識は約限の怖を取
り外まで輯射が悩られる湯合がるる.例えば電子鮮の

移動の早さを 6x10'kmjs叉は 3x10・kmjsとする

と電子~i~守がそれぞれ 8. 7 x 10'l X(:!: 1.9xl07 J:1.-ド

の大気隔で財務的な 70-J/ウス{況の磁ゆがあり，此の

中て'よ!j己の4設な速illI;がおこれば 200 Me 附近・の州:'~パ

ーストが出得る.モデルの大~~{ま説的で述べたもの

とI，;Jじでよい
3 アイゾレイト .Þ~- λ ト

~~Mでi企ぺた火当路線発にともなってJ主ずるm気!均tt

純(~.と制似の特住1:を持つものにアイソレイトパ』スト

が~る.火器高繰発の時には也雌ガスの-)~~カ~， rtxl~ < 
忽にカn~を受けて， 0.4m のNl~縮まなれた所 .c 4x 

10-lvoltjm位の 1μsfu:のイ yパルス雑行が以例/fi

る.アイソレイトパーストヵ:此の織な小さなイ yパル

スのmnで出来ていると考え，火諸E醜発の11年l之官子貯
の.l!~励子ネ Jレギ』カ:m波zネルギー iこ変換される!附合

がアイソレイトバ田ス 1・のu争にもあてはまると似ぅu-r
れば，年賀、皮1()8の半径 10・km{;訟の電離ガス織が 3x
101kmjs のlìlさで事~ると考えればよい. この織にア

イソレイトバーストが 1帰依のイ yパルスの総合.c
あれば，エネルギースペクトルカリm波数と共に剥〈な
るという lJ]:も税明鮒~モる.

.………...汰太陽光球の溜E劃カについて.“..…一一..川..

一稲場 文ク却J(;1.点E北大適迎1)-引--一一.日. 

相荷のョ長田E足象を泊して知られていた太防火弘{のm
鋤の状微な詳細に解明する拭みは最近の乱旅瑚愉のi~

じい.i1ll+Tと観測の粉l交の弘r:trrに拠っており，米W:刻匁
の~税事ピ係る系統的研究の端緒でらると{まいえ，一般

の且の内部波闘に関する乎紛りをケ，えるものとして組

めてllNl!で~る.通告.~光線物質の述動は①成j長1111制，

~収棋の輪郭，@粒状l:ttの制iUリによって知られてい

る. リチ・ヤードソ Yとシ品 '71レツシノレドはdJWII)した事立

状斑より IJ、さい活L流拠践の火(t~に伴う.ìtW~~'l}.(， j五~ .1: 

紀の1i't1;から得た8つの似合引iにして総:絞jに論じ，J，;: 
大巡l変を持っと滋われる数，'j粁の大きさのi止め:jliLiiftλ

ベクトルの極大事ピポずI1J能t'1:が指摘された.

一ノ1およそ lが km 以上の大~ðの苦i静花粉について

は，粉状務Eの速度~動車Rいは光球祢1IJ.tの!創立変動から

it'Jかれたn己柑閣のフーリ品後検により， シ品ソルツ
シルドー派によってスベクトルヵ:得られている 勿附

之絡は光子までのま3持制孔rJltの似犯に抜づいているが，
これまでに次の務が聞かにされた.

i 波長 15， 0∞ km 附~にスペクトルの二次的傾

火力靖子Eする.

ii 似測条件の制約の為~tê 10~ km .1;1，下の)}!S~乞

分解し仰ないが，スベクトルの一次的1lJ:i人化てすむ
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主主.礎部(t.短i削剖11)にらり，そのエネルギーは長波

長域にふ〈まれるもの，およそ 20fi符

iii 税制t海IJ(は大気のil可さと共に燃ノ亡する.従って

光球中の渦の泌さを判7し'ずる*が必要である.

以上は百Li){iの統計税論による方法をmいた税象論的
知?結であり，ここ℃何々 はきた示された己主tJt場が匂;方位

を消すか，更に大きさが全〈不規則に分布している1iL

統号~~認の幾っかをポすものか，或は光E去の都道Jに問lï

な段階段の存症を示唆するものであろうかとL、う問題

にir(宿する.しかし之等{ま対流共{也の先:l:告の内部迎!f!JJ

を生ずる機桃の研究により今後1mかにすべ舎で，之に
関連した動力学の発l廷が待たれる.
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--{}叩凹叩ひ一月報アJレ1¥ム叩叩問。ト

後にひEろがった.のみずみずしいお禦が絃に映え

る東大周学自S.!JIJMで行われた. 2 e.ζでは41)

29. 30両日にわたって舗の研究発漢語=It宜れ，

連四1∞ ...を ζえる会闘が鎗った. 3 はその仰

の記念撮修. 4 *1. b~tl. bはるばる属。てー

た閉じ学11111:8す人4量..体細のー"に変わす・a
しい4ltM1・..4ーなども，凶脅しIt..院の合IIIJt
S揮って年舎を特徴づげるーつの..であろう.

0・回...'こ'土.....浪人喰鍵.00
泉観鰐士t;t4争闘....の分光司世的研究によって

字士院鳳飽貨の喰谷を受付bれ，去る 15s 12目

録賞式;6:行bれた. ~ は研究禽で.，車&乎にす

るE・m殺後.


